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重点目標   一人一人が輝く教育 ～期待登校・満足下校～  

 

避難訓練(年３回)・・・ロックダウン避難訓練(５月、２月)、火災避難訓練(１０月) 

２月２日(土)は、本年度２回目のロックダウン避難訓練

を実施しました。いつ何時に不審者、侵入者が来るかもし

れないのがアメリカの現実であると認識し、いざと言う時

に、的確な避難行動ができるようにすることが目的です。 

あわせて、「備えあれば憂いなし」の考えの下に、職員

の対応や備品、用具、連絡等の修練を図ることも大事な目

的です。今回、右の写真のように、侵入者から教室内がの

ぞきこまれないよう、安全対策の改善を図りました。 

 

日本人学校に赤鬼、青鬼がやってきた・・・豆まき！「これはたまらん。退散じゃ！！」 

 ２月２日、節分の豆まきでは、園児たちは赤鬼、青鬼め

がけて豆を容赦なく投げていました。 

鬼たちはうなりながら園児たちに迫りますが、園児たち

の気迫と勢いにたまらず、どこかに退散して行きました。 

豆つくり等にご協力をいただきました保護者や学校関係

の皆様に、心より感謝申しあげます。 

 下校時、「校長先生、鬼だったでしょう？」と、尋ねら

れましたが、さて、鬼はいったい誰だったんでしょうか。 

 

校長授業参観・・・幼稚部の五領域の授業Ⅰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポートランド日本人学校だより 

２０１９．２．９ 

第１８－３９号 

文責 校長 信國 寿敏 

【幼稚部 切り紙制作 中川先生、吉田先生】 

 幼児教育のねらいと内容は、「健康」「人間関係」「環

境」「言葉」そして、「表現」の五領域です。幼稚部で

は、計画的な年間の制作活動を通して、園児たちの五

領域の学びを深めてきています。 

今回の授業では、切り紙制作の活動を通して、制作

する楽しさを味わったり、園児間の人間関係づくりを

体験したりしていました。 

また、作品を鑑賞する場面では、表現したり話した

りする言葉の領域もちゃんと仕組んでありました。 

 人形劇を取り入れた導入の工夫など、意図的、計画

的な中川先生の指導や細やかにサポートする吉田先生

のよさを感じることができました。 

http://www.shokookai.org/


 

 

 

 

今回は、小学部２年の「冬がいっぱい」、学芸会の作文と、小学部 

６年の読書感想文と作文を紹介します。     校長 信國 寿敏 

２年 メイデン カイリー ２年 山王 大輔 

２年 ワイルダー 小春 ２年 芳賀 心祢   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年 奥田 竜ノ介 
２年 杉本 倫英菜 

 

 青々としていた葉っぱも季節が進むにつれ、茶色くなり落ち、幹や枝だけを残して冬を迎えます。

そして、寒く冷たい中でも、少しずつつぼみをつけながら春を迎えようとしています。子どもたちは

木々の葉っぱや吐く息の白さ、踏まれてシャキシャキと音を立ててくずれる霜などから、しっかりと

季節をとらえています。文章も表現方法に工夫があり、木の擬人化や風に吹かれこすれ合う葉っぱ

や、踏まれて砕ける霜の擬音、そして、レタスのようだと比喩表現する文章力が高まっています。 

 

【
二
年
生 

作
文
】 

 
 

 

「
学
芸
会
」 

 
 
 
 
 
 
 

ス
プ
レ
ッ
カ
ー 

世
成 

  

土
曜
日
に
、
日
本
人
学
校
で
学
げ
い
会
が
あ

り
ま
し
た
。 

 

二
年
生
は
、
十
二
支
の
は
じ
ま
り
と
歌
を
し

ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
と
ら
や
く
で
し
た
。
た
く

さ
ん
の
人
が
い
た
の
で
、
き
ん
ち
ょ
う
し
ま
し

た
。
で
も
、
ち
ゃ
ん
と
い
え
た
の
で
、
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
、
お
母
さ
ん
と
お
父
さ

ん
が
「
じ
ょ
う
ず
だ
っ
た
よ
」
と
、
ほ
め
て
く

れ
ま
し
た
。 

 

ぼ
く
の
弟
の
歌
を
聞
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
か
ら
、
か
な
し
か
っ
た
で
す
。 

  
 
 

   

「
き
ん
ち
ょ
う
し
た
学
げ
い
会
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
宮 

迅 

  

ぼ
く
は
、
土
曜
日
に
、
日
本
人
学
校
で
、
学

げ
い
会
を
し
ま
し
た
。 

 

ぼ
く
は
十
二
支
し
の
は
じ
ま
り
で
ね
こ
の
や

く
を
し
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
の
ま
く
が
あ
く
前

は
、
き
ん
ち
ょ
う
し
ま
し
た
。
ま
く
が
あ
い
た

と
き
ぼ
く
は
、
す
ご
く
は
ず
か
し
か
っ
た
で

す
。
げ
き
が
お
わ
っ
た
時
は
、
す
っ
き
り
し
ま

し
た
。 

 

ま
た
ら
い
年
も
学
げ
い
会
が
た
の
し
み
で

す
。 

 

 多くの人の前で話したり、芝居をしたりするのは、緊張するものです。緊張することは、しっかり

やっていこうとする心の表れだと思っています。緊張するほど、それだけ真剣にやろうとする気持ち

が強い二人です。学芸会を終えての達成感やご家族の賞賛は、何よりもうれしいことでしょう。 

今年の学芸会は、劇でしょうか、歌でしょうか、それとも違った出し物になるのかも。また、今回

のように緊張しながらステージの幕が開くのを待つことになるでしょうね。楽しみです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
六
年
生 

読
書
感
想
文
】 

「
冒
険
者
た
ち
ガ
ン
バ
と
１
５
ひ
き
の
仲
間
」
を 

読
ん
で 

 
 
 
 
 

六
年 

 
 

平
井 

寛
士 

 

 

ぼ
く
が
こ
の
本
を
読
ん
だ
き
っ
か
け
は
、
ぼ
く
が

読
む
本
を
探
し
て
い
る
時
、
母
が
こ
の
本
を
読
ん
だ

ら
と
、
提
案
し
て
く
れ
た
か
ら
で
す
。 

 

こ
の
本
は
、
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
の
ガ
ン
バ
が
１
４
ひ
き

の
仲
間
達
と
共
に
、
イ
タ
チ
の
ノ
ロ
イ
に
う
ば
わ
れ

た
島
ネ
ズ
ミ
の
忠
太
の
島
を
イ
タ
チ
か
ら
取
り
返
す

と
い
う
物
語
で
す
。 

 

ぼ
く
は
、
ガ
ン
バ
に
は
、
と
て
も
勇
気
が
あ
る
と

思
い
ま
し
た
。
イ
タ
チ
が
こ
わ
く
て
も
、
仲
間
に
た

め
に
あ
き
ら
め
ず
に
、
イ
タ
チ
に
立
ち
向
か
っ
た
と

い
う
所
で
す
。
ぼ
く
だ
っ
た
ら
、
仲
間
を
見
捨
て
て

逃
げ
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。 

ぼ
く
が
、
一
番
悲
し
い
と
思
っ
た
場
面
は
、
ガ
ン

バ
の
大
切
な
人
、
潮
路(

し
お
じ)

が
イ
タ
チ
の
ノ
ロ

イ
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た
所
で
す
。
ガ
ン
バ
は
、
す
ご

く
落
ち
込
ん
で
い
た
と
思
い
ま
す
。
ぼ
く
も
大
切
な

人
や
、
家
族
が
死
ん
だ
ら
悲
し
く
な
り
ま
す
。
ぼ
く

も
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
死
ん
だ
時
は
、
死
ん
だ
こ
と

が
信
じ
ら
れ
な
く
て
、
と
て
も
悲
し
か
っ
た
か
ら
で

す
。 

 

こ
の
本
は
ぼ
く
み
た
い
に
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
が
好

き
な
人
は
ス
ラ
ス
ラ
と
読
ん
で
し
ま
う
ぐ
ら
い
面
白

い
本
で
す
。
お
す
す
め
し
た
い
一
冊
で
す
。 

 

 

自由に空想の世界を楽しめる本を紹介してくれたお母さんは、さすがにわが子が求める本はどれで

あるか、よく把握してありますね。「お母さん」でなく「母が」と書いているところは、高学年らしく

て素晴らしいです。私は、小学校時代に見たトラが主人公のマンガ映画で、母トラが死ぬ場面で涙し

たことを今も覚えています。本も映画もその世界に入ると、ずしりと心に響くものがありますね。 

 

【
六
年
生 

作
文
】 

 
 
 
 
 
 
 

「
知
ら
な
い
自
分
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

渡
辺 

実
伸 

  

「
知
ら
な
い
自
分
」
の
言
葉
は
、
ぼ
く
に
と
っ
て
や
る
気

を
失
っ
た
時
に
必
ず
頭
に
浮
か
ぶ
言
葉
だ
。 

 

去
年
の
野
球
の
試
合
だ
っ
た
。
や
る
気
を
失
っ
た
ぼ
く

に
、
父
が
さ
さ
や
い
て
く
れ
た
時
か
ら
、
ぼ
く
の
忘
れ
な
い

言
葉
に
な
っ
た
。 

 

野
球
の
チ
ー
ム
に
入
っ
た
ぼ
く
は
、
去
年
よ
り
上
の
レ
ベ

ル
に
い
け
て
、
年
上
の
子
た
ち
と
上
手
く
な
っ
て
い
こ
う
と

思
い
誰
よ
り
も
気
合
を
入
れ
て
や
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
だ

が
、
チ
ー
ム
メ
ー
ト
は
、
ぼ
く
よ
り
も
上
手
く
試
合
で
は
あ

ま
り
い
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
つ
け
な
か
っ
た
。
そ
の
せ
い
で
ぼ

く
の
や
る
気
は
、
減
っ
て
い
き
練
習
で
も
全
力
を
出
せ
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。 

 

一
つ
の
言
葉
が
ぼ
く
を
変
え
た
。
試
合
は
二
対
五
で
負
け

て
い
た
。
試
合
は
、
そ
の
ま
ま
続
い
て
四
対
五
ま
で
追
い
上

げ
ぼ
く
た
ち
は
延
長
戦
に
な
る
の
を
目
指
し
て
い
た
。
延
長

戦
に
す
る
に
は
、
同
点
に
必
要
が
あ
っ
た
。
ぼ
く
は
、
コ
ー

チ
に
呼
ば
れ
バ
ッ
タ
ボ
ッ
ク
ス
に
向
か
っ
た
。
す
る
と
ア
シ

ス
タ
ン
ト
コ
ー
チ
を
務
め
る
父
が
ぼ
く
を
呼
び
止
め
て
、 

 

「
知
ら
な
い
自
分
を
見
つ
け
ろ
」 

と
、
ぼ
く
に
さ
さ
や
い
た
。
そ
の
言
葉
を
耳
に
す
る
と
ぼ
く

は
、
蘇
る
よ
う
に
や
る
気
が
出
て
き
た
。 

 

「
知
ら
な
い
自
分
」
の
意
味
は
、
残
り
の
自
分
と
言
う
意

味
で
、
全
力
を
出
し
切
っ
て
ほ
し
い
と
言
う
父
か
ら
の
合
図

だ
っ
た
。 

 

ぼ
く
は
こ
の
言
葉
を
選
ん
だ
理
由
は
、
そ
の
日
に
ホ
ー
ム

ラ
ン
を
打
っ
た
か
ら
だ
。 

今
で
も
や
る
気
が
な
く
な
っ
た
時
に
は
、
そ
の
言
葉
を
思

い
出
す
。 

 

 父親として、またアシスタントコーチとして、日ごろから息子さんの苦悩

も見えておられたのでしょう。まさに今ここで息子に告げねば思いが、この

言葉になったように感じます。その言葉の意味するところをしっかりと受け

止め、これ以上もない良い結果を導き出した潜在能力に感心します。 

 日本とアメリカの少年野球の考え方、取り組み方などは違うかもしれませ

んが、やはり一つの目標に向かって、共に力を出し合い、勝利をつかみとろ

うとすることは同じかと思います。これからも頑張ってください。 



 

 

 

 

 

 
 今回も、第３９回海外子女文芸コンクールの「作文の部」から１点、ご紹介します。 

※海外子女教育１１ Ｎo５４９から切り貼りして pdf転写 

【まもなく、作品紹介を終了します】本年度のわかばでは、これまで多くの児童生徒の作品など

を紹介してきましたが、お楽しみいただけたでしょうか。たくさんの豊かな感性に出会うことが

でき、ついつい掲載にも熱が入り、枚数が多くなることも度々でした。 

 ２月中を目安に作品紹介のコーナーは終了し、３月は卒園、卒業関連の掲載にしていきますの

で、よろしくお願いします。２０１９年度のわかばで、再び児童生徒の作品を紹介します。 




